
(57)【要約】

【課題】　最も発熱するコイルエンドを高い冷却性能に

より冷却することができる回転電機のコイルエンド冷却

構造を提供すること。

【解決手段】　トランスミッションケース２０と、該ト

ランスミッションケース２０に固定されたステータコア

２１に対し軸方向にコイル２２を複数回巻き付けたステ

ータ２３と、該ステータ２３に対しエアギャップを介し

て配置されたロータ２４と、該ロータ２４に設けられた

回転電機軸２５と、を備えた回転電機MGにおいて、前記

ステータコア２１の両端面から突出するコイルエンド２

２ａ，２２ａの両側位置に、該コイルエンド２２ａ，２

２ａの少なくとも一部を覆うオイルタンク２７，２７を

設けると共に、前記コイルエンド２２ａ，２２ａにオイ

ルoilを供給するオイル供給口２８を、コイルエンド２

２ａ，２２ａの中心位置CLよりも高い位置に設定した。

【選択図】　　　　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ケ ー ス と 、 該 ケ ー ス に 固 定 さ れ た ス テ ー タ コ ア に 対 し 軸 方 向 に コ イ ル を 複 数 回 巻 き 付 け
た ス テ ー タ と 、 該 ス テ ー タ に 対 し エ ア ギ ャ ッ プ を 介 し て 配 置 さ れ た ロ ー タ と 、 該 ロ ー タ に
設 け ら れ た 回 転 電 機 軸 と 、 を 備 え た 回 転 電 機 に お い て 、
　 前 記 ス テ ー タ コ ア の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド の 片 側 位 置 ま た は 両 側 位 置 に 、 該
コ イ ル エ ン ド の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 冷 却 媒 体 溜 め を 設 け る と 共 に 、 前 記 コ イ ル エ ン ド に
冷 却 媒 体 を 供 給 す る 冷 却 媒 体 供 給 口 を 、 コ イ ル エ ン ド の 中 心 位 置 よ り も 高 い 位 置 に 設 定 し
た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め の 設 定 範 囲 を 、 コ イ ル エ ン ド の 最 下 部 位 置 か ら 、 コ イ ル エ ン ド に 供 給
さ れ た 冷 却 媒 体 が 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側
位 置 ま で の 範 囲 を 最 小 限 範 囲 と し て 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷
却 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に お い て 、
　 前 記 回 転 電 機 を 、 差 動 歯 車 変 速 機 を 備 え た ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の 動 力 源 と し て エ ン ジ ン
と 共 に 適 用 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に
お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 供 給 口 を 、 コ イ ル エ ン ド の 上 端 部 に 冷 却 媒 体 を 供 給 す る 位 置 に 設 定 し 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め を 、 コ イ ル エ ン ド の 最 下 部 位 置 か ら コ イ ル エ ン ド の 両 側 中 心 位 置 ま で
の コ イ ル エ ン ド に 沿 っ た 半 円 周 範 囲 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド
冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に
お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 供 給 口 を 、 コ イ ル エ ン ド の 上 端 部 に 冷 却 媒 体 を 供 給 す る 位 置 に 設 定 し 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め を 、 コ イ ル エ ン ド の 最 下 部 位 置 か ら コ イ ル エ ン ド の 最 上 部 位 置 ま で の
全 て の コ イ ル エ ン ド に 沿 っ た 全 円 周 範 囲 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ
ン ド 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に
お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 供 給 口 を 、 コ イ ル エ ン ド の 上 端 部 に 冷 却 媒 体 を 供 給 す る 位 置 に 設 定 し 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め を 、 コ イ ル エ ン ド の 最 下 部 位 置 か ら 、 コ イ ル エ ン ド に 供 給 さ れ た 冷 却
媒 体 が 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 ま で 、
の コ イ ル エ ン ド に 沿 っ た 部 分 円 周 範 囲 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン
ド 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ６ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に
お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め の 内 径 を 、 ス テ ー タ コ ア 内 径 よ り も 大 き な 径 で 、 コ イ ル エ ン ド 内 径 よ
り 小 さ な 径 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ７ の 何 れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に
お い て 、
　 前 記 冷 却 媒 体 溜 め と ス テ ー タ コ ア 端 面 と の 互 い の 軸 方 向 対 向 隙 間 に 、 冷 却 媒 体 の 流 出 を
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防 止 す る 封 止 剤 を 介 装 し た こ と を 特 徴 と す る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ス テ ー タ コ ア に 対 し コ イ ル を 複 数 回 巻 き 付 け た ス テ ー タ を 備 え た 回 転 電 機 の
コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 回 転 電 機 の ス テ ー タ コ ア に 巻 き 付 け ら れ た コ イ ル の コ イ ル エ ン ド を 冷 却 す る 技 術
と し て は 、 コ イ ル エ ン ド 固 定 用 の 樹 脂 モ ー ル ド 内 に 、 コ イ ル エ ン ド 冷 媒 用 の 冷 媒 用 通 路 を
設 け る よ う に し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ７ ３ １ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 コ イ ル エ ン ド
を 樹 脂 モ ー ル ド を 介 し て 冷 却 す る と い う よ う に 直 接 冷 却 で き な い た め 、 冷 却 性 能 が 十 分 で
は な く 改 良 の 余 地 を 残 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 最 も 発 熱 す る コ イ ル エ ン ド を 高 い 冷 却
性 能 に よ り 冷 却 す る こ と が で き る 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 で は 、 ケ ー ス と 、
該 ケ ー ス に 固 定 さ れ た ス テ ー タ コ ア に 対 し 軸 方 向 に コ イ ル を 複 数 回 巻 き 付 け た ス テ ー タ と
、 該 ス テ ー タ に 対 し エ ア ギ ャ ッ プ を 介 し て 配 置 さ れ た ロ ー タ と 、 該 ロ ー タ に 設 け ら れ た 回
転 電 機 軸 と 、 を 備 え た 回 転 電 機 に お い て 、
前 記 ス テ ー タ コ ア の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド の 片 側 位 置 ま た は 両 側 位 置 に 、 該 コ
イ ル エ ン ド の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 冷 却 媒 体 溜 め を 設 け る と 共 に 、 前 記 コ イ ル エ ン ド に 冷
却 媒 体 を 供 給 す る 冷 却 媒 体 供 給 口 を 、 コ イ ル エ ン ド の 中 心 位 置 よ り も 高 い 位 置 に 設 定 し た
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 よ っ て 、 本 発 明 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 例 え ば 、 高 負 荷 状 態 で
回 転 電 機 の コ イ ル に 駆 動 電 流 を 印 加 す る こ と に よ り 、 駆 動 電 流 の 一 部 が 熱 に 変 換 さ れ て コ
イ ル エ ン ド が 発 熱 し た 場 合 、 コ イ ル エ ン ド の 中 心 位 置 よ り も 高 い 位 置 に 設 定 さ れ た 冷 却 媒
体 供 給 口 か ら 、 コ イ ル エ ン ド に 冷 却 媒 体 が 供 給 さ れ 、 こ の 冷 却 媒 体 が 重 力 に よ り コ イ ル 表
面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 し 、 コ イ ル エ ン ド の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 冷 却
媒 体 溜 め に 溜 め ら れ る 。 つ ま り 、 コ イ ル エ ン ド の コ イ ル は 、 コ イ ル 表 面 を 冷 却 媒 体 が 流 れ
た り 、 溜 め ら れ た 冷 却 媒 体 に 浸 漬 さ れ る と い う よ う に 、 コ イ ル と 冷 却 媒 体 が 直 接 に 触 れ 合
い コ イ ル の 熱 を 冷 却 媒 体 が 直 ち に 奪 う こ と で 効 果 的 に 冷 却 さ れ る 。 こ の 結 果 、 最 も 発 熱 す
る コ イ ル エ ン ド を 高 い 冷 却 性 能 に よ り 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 と 回 転 電 機 の 製 造 方 法 を 実 現 す る 最 良
の 形 態 を 、 図 面 に 示 す 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま ず 、 構 成 を 説 明 す る 。
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［ ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の 駆 動 系 ］
図 １ は 実 施 例 １ の 回 転 電 機 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 を 示 す 全 体 シ ス テ ム 図 で あ る
。 実 施 例 １ に お け る ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の 駆 動 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 動 力 源 と し て 、
エ ン ジ ン Ｅ と 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1（ 回 転 電 機 ） と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2
（ 回 転 電 機 ） と 、 を 有 す る 。 こ れ ら の 動 力 源 Ｅ ,MG1,MG2と 出 力 軸 OUTと が 連 結 さ れ る 差 動
歯 車 変 速 機 は 、 第 １ 遊 星 歯 車 PG1と 、 第 ２ 遊 星 歯 車 PG2と 、 第 ３ 遊 星 歯 車 PG3と 、 エ ン ジ ン
ク ラ ッ チ ECと 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCと 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBと 、 を 有 す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 差 動 歯 車 変 速 機 を 構 成 す る 第 １ 遊 星 歯 車 PG1と 第 ２ 遊 星 歯 車 PG2と 第 ３ 遊 星 歯 車 PG3
は 、 何 れ も シ ン グ ル ピ ニ オ ン 型 遊 星 歯 車 で あ る 。 前 記 第 １ 遊 星 歯 車 PG1は 、 第 １ サ ン ギ ア S
1と 、 第 １ ピ ニ オ ン P1を 支 持 す る 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と 、 第 １ ピ ニ オ ン P1に 噛 み 合 う
第 １ リ ン グ ギ ア R1と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 第 ２ 遊 星 歯 車 PG2は 、 第 ２ サ ン ギ ア S
2と 、 第 ２ ピ ニ オ ン P2を 支 持 す る 第 ２ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC2と 、 第 ２ ピ ニ オ ン P2に 噛 み 合 う
第 ２ リ ン グ ギ ア R2と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 前 記 第 ３ 遊 星 歯 車 PG3は 、 第 ３ サ ン ギ ア S
3と 、 第 ３ ピ ニ オ ン P3を 支 持 す る 第 ３ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC3と 、 第 ３ ピ ニ オ ン P3に 噛 み 合 う
第 ３ リ ン グ ギ ア R3と 、 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 １ サ ン ギ ア S1と 前 記 第 ２ サ ン ギ ア S2と は 第 １ 回 転 メ ン バ M1に よ り 直 結 さ れ 、 前 記
第 １ リ ン グ ギ ア R1と 第 ３ サ ン ギ ア S3と は 第 ２ 回 転 メ ン バ M2に よ り 直 結 さ れ 、 前 記 第 ２ ピ ニ
オ ン キ ャ リ ア PC2と 前 記 第 ３ リ ン グ ギ ア R3と は 第 ３ 回 転 メ ン バ M3に よ り 直 結 さ れ る 。 し た
が っ て 、 ３ 組 の 遊 星 歯 車 PG1,PG2,PG3は 、 第 １ 回 転 メ ン バ M1と 第 ２ 回 転 メ ン バ M2と 第 ３ 回
転 メ ン バ M3と 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と 第 ２ リ ン グ ギ ア R2と 第 ３ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC3と
の ６ つ の 回 転 要 素 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 差 動 歯 車 変 速 機 の ６ つ の 回 転 要 素 に 対 す る 動 力 源 Ｅ ,MG1,MG2と 出 力 軸 OUTと エ ン ジ
ン ク ラ ッ チ ECと 各 係 合 要 素 LB,HC,HLBの 連 結 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 第 ２ 回 転 メ ン
バ M2に つ い て は 、 こ れ ら の 何 れ に も 連 結 さ れ な い フ リ ー の 状 態 で あ り 、 残 り の ５ つ の 回 転
要 素 が 、 下 記 の よ う に 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 エ ン ジ ン Ｅ の エ ン ジ ン 出 力 軸 は 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECを 介 し て 第 ３ 回 転 メ ン バ M3に
連 結 さ れ る 。 つ ま り 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECの 締 結 時 に は 、 第 ３ 回 転 メ ン バ M3を 介 し て 第 ２
ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC2と 第 ３ リ ン グ ギ ア R3を エ ン ジ ン 回 転 数 に す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 出 力 軸 は 、 第 ２ リ ン グ ギ ア R
2に 直 結 さ れ る 。 ま た 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 出 力 軸 と 変 速 機 ケ ー ス TCと の 間 に は 、 ハ
イ ロ ー ブ レ ー キ HLBが 介 装 さ れ る 。 つ ま り 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBの 解 放 時 に は 、 第 ２ リ ン
グ ギ ア R2を 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の 回 転 数 に す る 。 ま た 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBの 締
結 時 に は 、 第 ２ リ ン グ ギ ア R2と 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の 回 転 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 出 力 軸 は 、 第 １ 回 転 メ ン バ M
1に 直 結 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 出 力 軸 と 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と の 間
に は 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCが 介 装 さ れ 、 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と 変 速 機 ケ ー ス TCと の 間 に
は 、 ロ ー ブ レ ー キ LBが 介 装 さ れ る 。 つ ま り 、 ロ ー ブ レ ー キ LBの み の 締 結 時 に は 、 第 １ ピ ニ
オ ン キ ャ リ ア PC1を 停 止 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCの み の 締 結 時 に は 、 第 １ サ ン ギ ア S1と 第 ２ サ
ン ギ ア S2と 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と を 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の 回 転 数 に す る 。 さ
ら に 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと ハ イ ク ラ ッ チ HCの 締 結 時 に は 、 第 １ サ ン ギ ア S1と 第 ２ サ ン ギ ア S2
と 第 １ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC1と を 停 止 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 出 力 軸 OUTは 、 第 ３ ピ ニ オ ン キ ャ リ ア PC3に 直 結 さ れ て い る 。 な お 、 出 力 軸 OUTか ら
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は 、 図 外 の プ ロ ペ ラ シ ャ フ ト や デ ィ フ ァ レ ン シ ャ ル や ド ラ イ ブ シ ャ フ ト を 介 し て 左 右 の 駆
動 輪 に 駆 動 力 が 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 共 線 図 上 に お い て 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ
MG1(R2)、 エ ン ジ ン Ｅ (PC2,R3)、 出 力 軸 OUT(PC3)、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2(S1,S2,PC1
)の 順 に 配 列 さ れ 、 遊 星 歯 車 列 の 動 的 な 動 作 を 簡 易 的 に 表 せ る 剛 体 レ バ ー モ デ ル を 導 入 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ こ で 、 「 共 線 図 」 と は 、 差 動 歯 車 の ギ ア 比 を 考 え る 場 合 、 式 に よ り 求 め る 方 法 に 代 え
、 よ り 簡 単 で 分 か り や す い 作 図 に よ り 求 め る 方 法 で 用 い ら れ る 速 度 線 図 で あ り 、 縦 軸 に 各
回 転 要 素 の 回 転 数 （ 回 転 速 度 ） を と り 、 横 軸 に リ ン グ ギ ア 、 キ ャ リ ア 、 サ ン ギ ア 等 の 各 回
転 要 素 を と り 、 各 回 転 要 素 の 間 隔 を サ ン ギ ア と リ ン グ ギ ア の 歯 数 比 （ α ， β ， δ ） に な る
よ う に 配 置 し た も の で あ る 。 ち な み に 、 図 ４ (a)に 示 す (1)は 第 １ 遊 星 歯 車 PG1の 共 線 図 で
あ り 、 (2)は 第 ２ 遊 星 歯 車 PG2の 共 線 図 で あ り 、 (3)は 第 ３ 遊 星 歯 車 PG3の 共 線 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECは 、 油 圧 に よ り 締 結 さ れ 、 油 に よ り 冷 却 さ れ る 多 板 摩 擦 ク ラ ッ
チ で あ り 、 図 ４ 及 び 図 ５ の 共 線 図 上 に お い て 、 エ ン ジ ン Ｅ と の 回 転 速 度 軸 と 一 致 す る 位 置
に 配 置 さ れ 、 締 結 に よ り エ ン ジ ン Ｅ の 回 転 と ト ル ク を 差 動 歯 車 変 速 機 の エ ン ジ ン 入 力 回 転
要 素 で あ る 第 ３ 回 転 メ ン バ M3に 入 力 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 ロ ー ブ レ ー キ LBは 、 油 圧 に よ り 締 結 さ れ る 多 板 摩 擦 ブ レ ー キ で あ り 、 図 ４ 及 び 図 ５
の 共 線 図 上 に お い て 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の 回 転 速 度 軸 よ り 外 側 位 置 に 配 置 さ れ
、 締 結 に よ り 図 ４ の (a),(b)及 び 図 ５ の (a),(b)に 示 す よ う に ロ ー 側 変 速 比 を 分 担 す る ロ ー
側 変 速 比 モ ー ド を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 ハ イ ク ラ ッ チ HCは 、 油 圧 に よ り 締 結 さ れ る 多 板 摩 擦 ク ラ ッ チ で あ り 、 図 ４ 及 び 図 ５
の 共 線 図 上 に お い て 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の 回 転 速 度 軸 と 一 致 す る 位 置 に 配 置 さ
れ 、 締 結 に よ り 図 ４ の (d),(e)及 び 図 ５ の (d),(e)に 示 す よ う に ハ イ 側 変 速 比 を 分 担 す る ハ
イ 側 変 速 比 モ ー ド を 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 前 記 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBは 、 油 圧 に よ り 締 結 さ れ る 多 板 摩 擦 ブ レ ー キ で あ り 、 図 ３ 及
び 図 ４ の 共 線 図 上 に お い て 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の 回 転 速 度 軸 と 一 致 す る 位 置 に
配 置 さ れ 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと 共 に 締 結 す る こ と に よ り 変 速 比 を ア ン ダ ー ド ラ イ ブ 側 の ロ ー
変 速 比 に 固 定 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCと 共 に 締 結 す る こ と に よ り 変 速 比 を オ ー バ ー ド ラ イ ブ 側
の ハ イ 変 速 比 に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ［ ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の 制 御 系 ］
実 施 例 １ の ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 に お け る 制 御 系 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ
ー ラ １ と 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と 、 イ ン バ ー タ ３ と 、 バ ッ テ リ ４ と 、 油 圧 制 御 装 置 ５ と
、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ と 、 車 速 セ ン サ ８ と 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ
ン サ ９ と 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０ と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数
セ ン サ １ １ と 、 第 ３ リ ン グ ギ ア 回 転 数 セ ン サ １ ２ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ か ら の ア ク セ ル 開 度 APと エ ン ジ
ン 回 転 数 セ ン サ ９ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 Neを 入 力 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 目 標 エ ン
ジ ン ト ル ク 指 令 等 に 応 じ 、 エ ン ジ ン 動 作 点 （ 以 下 、 「 動 作 点 」 と は 回 転 数 と ト ル ク に よ り
特 定 さ れ る 動 作 の 点 を い う 。 ） を 制 御 す る 指 令 を 、 例 え ば 、 図 外 の ス ロ ッ ト ル バ ル ブ ア ク
チ ュ エ ー タ へ 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ は 、 レ ゾ ル バ に よ る 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０
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， １ １ か ら の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N1,N2を 入 力 す る 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 目 標
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ ト ル ク 指 令 等 に 応 じ 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1の 動 作 点 と 、 第 ２
モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の 動 作 点 と 、 を そ れ ぞ れ 独 立 に 制 御 す る 指 令 を イ ン バ ー タ ３ へ 出
力 す る 。 な お 、 こ の モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら は 、 バ ッ テ リ ４ の 充 電 状 態 を あ ら わ す バ ッ
テ リ S.O.Cの 情 報 が 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に 対 し て 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 前 記 イ ン バ ー タ ３ は 、 前 記 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2の
ス テ ー タ コ イ ル に 接 続 さ れ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ か ら の 指 令 に よ り 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 電
流 を 作 り 出 す 。 こ の イ ン バ ー タ ３ に は 、 力 行 時 に 放 電 し 回 生 時 に 充 電 す る バ ッ テ リ ４ が 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 油 圧 制 御 装 置 ５ は 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ か ら の 油 圧 指 令 を 受 け 、 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ
ECと 、 ロ ー ブ レ ー キ LBと 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCと 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBと 、 の 締 結 油 圧 制 御
及 び 解 放 油 圧 制 御 を 行 う 。 こ の 締 結 油 圧 制 御 及 び 解 放 油 圧 制 御 に は 、 滑 り 締 結 制 御 や 滑 り
解 放 制 御 に よ る 半 ク ラ ッ チ 制 御 も 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ は 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ ７ か ら の ア ク セ ル 開 度 APと 、 車 速 セ ン
サ ８ か ら の 車 速 VSPと 、 エ ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ ９ か ら の エ ン ジ ン 回 転 数 Neと 、 第 １ モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ ０ か ら の 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N1と 、 第 ２ モ ー タ ジ
ェ ネ レ ー タ 回 転 数 セ ン サ １ １ か ら の 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ 回 転 数 N2と 、 第 ３ リ ン グ ギ ア
回 転 数 セ ン サ １ ２ か ら の 第 ３ リ ン グ ギ ア 回 転 速 度 ω in等 の 情 報 を 入 力 し 、 所 定 の 演 算 処 理
を 行 う 。 そ し て 、 エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ 、 モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ 、 油 圧 制 御 装 置 ５ に 対
し 演 算 処 理 結 果 に し た が っ て 制 御 指 令 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と エ ン ジ ン コ ン ト ロ ー ラ １ 、 お よ び 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ と
モ ー タ コ ン ト ロ ー ラ ２ と は 、 情 報 交 換 の た め に そ れ ぞ れ 双 方 向 通 信 線 １ ４ ， １ ５ に よ り 接
続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ 走 行 モ ー ド ］
実 施 例 １ の ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 は 、 変 速 機 の 出 力 軸 OUTを エ ン ジ ン 出 力 軸 と 同 軸 上 に 一 致
さ せ る こ と が で き る こ と か ら 、 Ｆ Ｆ 車 （ フ ロ ン ト エ ン ジ ン ・ フ ロ ン ト ド ラ イ ブ 車 ） に 限 ら
ず 、 Ｆ Ｒ 車 （ フ ロ ン ト エ ン ジ ン ・ リ ヤ ド ラ イ ブ 車 ） に 搭 載 で き 、 ま た 、 無 段 変 速 比 モ ー ド
と し て １ つ の モ ー ド で 常 用 変 速 比 域 を カ バ ー す る の で は な く 、 ロ ー 側 無 段 変 速 比 モ ー ド と
ハ イ 側 無 段 変 速 比 モ ー ド と に 分 担 し て 常 用 変 速 比 域 を カ バ ー す る よ う に し て い る た め 、 ２
つ の モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の 出 力 分 担 率 は 、 エ ン ジ ン Ｅ が 発 生 す る 出 力 の 約 ２ ０ ％
以 下 に 抑 え る こ と が で き る と い う 特 徴 を 持 つ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 走 行 モ ー ド と し て は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ロ ー 固 定 変 速 比 モ ー ド （ 以 下 、 「 Lowモ ー ド
」 と い う 。 ） と 、 ロ ー 側 無 段 変 速 比 モ ー ド （ 以 下 、 「 Low-iVTモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 ２
速 固 定 モ ー ド （ 以 下 、 「 2ndモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 ハ イ 側 無 段 変 速 比 モ ー ド （ 以 下 、 「 H
igh-iVTモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 ハ イ 固 定 変 速 比 モ ー ド （ 以 下 、 「 Highモ ー ド 」 と い う 。
） と 、 の ５ つ の 走 行 モ ー ド を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 そ し て 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 Lowモ ー ド は 、 ロ ー ブ レ ー キ LBを 締 結 し 、 ハ イ ク ラ ッ
チ HCを 解 放 し 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBを 締 結 す る こ と で 得 ら れ る 。 前 記 Low-iVTモ ー ド は 、
ロ ー ブ レ ー キ LBを 締 結 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCを 解 放 し 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBを 解 放 す る こ
と で 得 ら れ る 。 前 記 2ndモ ー ド は 、 ロ ー ブ レ ー キ LBを 締 結 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCを 締 結 し 、
ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBを 解 放 す る こ と で 得 ら れ る 。 前 記 High-iVTモ ー ド は 、 ロ ー ブ レ ー キ L
Bを 解 放 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCを 締 結 し 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ HLBを 解 放 す る こ と で 得 ら れ る 。
前 記 Highモ ー ド は 、 ロ ー ブ レ ー キ LBを 解 放 し 、 ハ イ ク ラ ッ チ HCを 締 結 し 、 ハ イ ロ ー ブ レ ー
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キ HLBを 締 結 す る こ と で 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ れ ら ５ つ の 走 行 モ ー ド に つ い て は 、 エ ン ジ ン Ｅ を 用 い な い で 両 モ ー タ ー ジ ェ ネ レ ー タ
MG1,MG2の み で 走 行 す る 電 気 走 行 モ ー ド （ 以 下 、 「 EVモ ー ド 」 と い う 。 ） と 、 エ ン ジ ン Ｅ
と 両 モ ー タ ー ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2を 用 い て 走 行 す る ハ イ ブ リ ッ ド 走 行 モ ー ド （ 以 下 、 「 H
EVモ ー ド 」 と い う 。 ） と に 分 け ら れ る 。 よ っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 EVモ ー ド と HEVモ ー
ド と を 合 わ せ る と １ ０ の 走 行 モ ー ド が 実 現 さ れ る こ と に な る 。 図 ４ に EVモ ー ド 関 連 の EV-L
owモ ー ド の 共 線 図 、 EV-Low-iVTモ ー ド の 共 線 図 、 EV-2ndモ ー ド の 共 線 図 、 EV-High-iVTモ
ー ド の 共 線 図 、 EV-Highモ ー ド の 共 線 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。 図 ５ に HEVモ ー ド 関 連 の HEV-Low
モ ー ド の 共 線 図 、 HEV-Low-iVTモ ー ド の 共 線 図 、 HEV-2ndモ ー ド の 共 線 図 、 HEV-High-iVTモ
ー ド の 共 線 図 、 HEV-Highモ ー ド の 共 線 図 を そ れ ぞ れ 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ こ で 、 統 合 コ ン ト ロ ー ラ ６ に は 、 ア ク セ ル 開 度 APと 車 速 VSPと バ ッ テ リ S.O.Cに よ る 三
次 元 空 間 に 、 前 記 １ ０ の 走 行 モ ー ド を 割 り 振 っ た 走 行 モ ー ド マ ッ プ が 予 め 設 定 さ れ て い て
、 車 両 の 停 止 時 や 走 行 時 に は 、 ア ク セ ル 開 度 APと 車 速 VSPと バ ッ テ リ S.O.Cの 検 出 値 に よ り
走 行 モ ー ド マ ッ プ が 検 索 さ れ 、 ア ク セ ル 開 度 APと 車 速 VSPに よ り 決 ま る 車 両 の 運 転 点 や バ
ッ テ リ 充 電 量 に 応 じ た 最 適 な 走 行 モ ー ド マ ッ プ が 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 走 行 モ ー ド マ ッ プ の 選 択 に よ り 、 「 EVモ ー ド 」 と 「 HEVモ ー ド 」 と の 間 に お い て モ
ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 に は 、 エ ン ジ ン 始 動 や エ ン ジ ン 停 止 を 要 す る こ と に 伴 い 、 エ ン ジ ン ク
ラ ッ チ ECの 締 結 制 御 や エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ECの 解 放 制 御 、 あ る い は 、 こ れ に 加 え 、 ク ラ ッ チ
・ ブ レ ー キ 等 の 係 合 要 素 の 締 結 ・ 解 放 制 御 が 実 行 さ れ る 。 ま た 、 「 EVモ ー ド 」 の ５ つ の モ
ー ド 間 で の モ ー ド 遷 移 や 「 HEVモ ー ド 」 の ５ つ の モ ー ド 間 で の モ ー ド 遷 移 を 行 う 場 合 に は
、 ク ラ ッ チ ・ ブ レ ー キ 等 の 係 合 要 素 の 締 結 ・ 解 放 制 御 が 実 行 さ れ る 。 こ れ ら の モ ー ド 遷 移
制 御 は 、 動 作 点 の 受 け 渡 し が 円 滑 に 行 わ れ る よ う に 、 決 め ら れ た 手 順 に し た が っ た シ ー ケ
ン ス 制 御 に よ り 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ［ 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 ］
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 上 記 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 、 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG2と に 採 用 さ れ た 実 施 例
１ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に つ い て 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 基 づ き そ の 構 成 を 説 明 す
る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で 用 い る 回 転 電 機 MGは 、 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1と 第 ２ モ ー タ
ジ ェ ネ レ ー タ MG2と を あ ら わ す も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 １ の 回 転 電 機 MGは 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ０ （ ケ ー ス
） と 、 該 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ０ に 固 定 さ れ た 積 層 鋼 鈑 に よ る ス テ ー タ コ ア ２ １ に
対 し 軸 方 向 に コ イ ル ２ ２ を 複 数 回 巻 き 付 け た ス テ ー タ ２ ３ と 、 該 ス テ ー タ ２ ３ に 対 し エ ア
ギ ャ ッ プ ２ ６ を 介 し て 配 置 さ れ た ロ ー タ ２ ４ と 、 該 ロ ー タ ２ ４ に 設 け ら れ た 回 転 電 機 軸 ２
５ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ し て 、 前 記 ス テ ー タ コ ア ２ １ の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 両
側 位 置 に 、 該 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 少 な く と も 一 部 を 覆 う オ イ ル タ ン ク ２ ７ ， ２
７ （ 冷 却 媒 体 溜 め ） を 設 け る と 共 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２
ａ に オ イ ル oil（ 冷 却 媒 体 ） を 供 給 す る オ イ ル 供 給 口 ２ ８ （ 冷 却 媒 体 供 給 口 ） を 、 コ イ ル
エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 中 心 位 置 CLよ り も 高 い 位 置 、 つ ま り 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２
ａ の 上 端 部 に オ イ ル oilを 供 給 す る 位 置 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 設 定 範 囲 は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部
位 置 Ｌ か ら 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 供 給 さ れ た オ イ ル oilが 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ
て 下 方 に 流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 HR,HLま で の 範 囲 ａ を 最 小 限 範 囲 と し て 設
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定 し た 場 合 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら ほ ぼ コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 両 側 中 心
位 置 CLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 半 円 周 範 囲 ｈ （ >ａ ） に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ は 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 正 面 視 で コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ を
全 面 的 に 覆 う 円 弧 状 の 外 側 板 ２ ７ ａ と 、 該 外 側 板 ２ ７ ａ の 外 周 端 か ら ス テ ー タ コ ア ２ １ に
向 か っ て 軸 方 向 に 伸 び る 外 周 板 ２ ７ ｂ と 、 前 記 外 側 板 ２ ７ ａ の 内 周 端 か ら ス テ ー タ コ ア ２
１ に 向 か っ て 軸 方 向 に 伸 び る 内 周 板 ２ ７ ｃ と 、 前 記 ３ つ の 板 ２ ７ ａ ， ２ ７ ｂ ， ２ ７ ｃ に よ
り 囲 ま れ 、 ほ ぼ コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 中 心 位 置 CLに て 開 口 す る オ イ ル タ ン ク 開 口 部 ２ ７ ｄ
， ２ ７ ｄ と 、 タ ン ク 最 下 部 位 置 に 設 け ら れ た ド レ ー ン 口 ２ ７ ｅ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い
る 。 こ の オ イ ル タ ン ク ２ ７ は 、 例 え ば 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 構 成 す る 外 周 板 ２ ７ ｂ と 内 周
板 ２ ７ ｃ と を ス テ ー タ コ ア ２ １ に 対 し 、 溶 接 ・ 圧 接 ・ 接 着 ・ 圧 入 等 の う ち 、 何 れ か の 接 合
方 法 を 選 択 し て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 、 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ［ オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 最 小 限 範 囲 の 設 定 ］
冷 却 媒 体 と し て の オ イ ル oilを 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ か ら コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に 供
給 し 、 左 右 に 分 け て コ イ ル 表 面 を 流 下 さ せ る 場 合 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 下 半 分 の 領 域 で
常 に オ イ ル oilに 直 接 触 れ る こ と の な い コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ が 存 在 す る と 、 所 望 の コ イ ル
エ ン ド 冷 却 効 果 が 得 ら れ な く な る 。 つ ま り 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の コ イ ル を オ イ ル oilに
浸 漬 す る オ イ ル 溜 め と し て の オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 最 小 限 範 囲 の 設 定 が 重 要 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ８ を 用 い て オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 最 小 限 範 囲 の 設 定 方 法 を 説 明 す る 。 オ イ ル 供
給 口 ２ ８ か ら コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に オ イ ル oilが 供 給 さ れ る と 、 コ イ ル エ ン ド ２
２ ａ の 上 端 部 位 置 で オ イ ル oilが ２ 方 向 に 分 か れ 、 図 面 右 側 の オ イ ル oilは 重 力 に し た が っ
て コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ 、 中 心 位 置 CLよ り 下 側 に 回 り 込 ん だ 位 置 HRに て コ イ ル 表
面 か ら 滴 下 す る 。 一 方 、 図 面 左 側 の オ イ ル oilは 重 力 に し た が っ て コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下
方 に 流 れ 、 中 心 位 置 CLよ り 下 側 に 回 り 込 ん だ 位 置 HLに て コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 。 こ こ で
、 オ イ ル oilの 滴 下 位 置 HR,HLが 中 心 位 置 CLよ り 下 側 に 回 り 込 む 理 由 は 、 オ イ ル oilの 粘 性
に よ る コ イ ル 表 面 付 着 力 に よ る も の で あ り 、 ま た 、 左 右 で 滴 下 位 置 HR,HLが 異 な る の は 、
２ 方 向 に 分 か れ た オ イ ル oilの 流 量 や 流 速 が 左 右 で 異 な る こ と に よ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 よ っ て 、 図 ８ の 例 の 場 合 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら 滴 下 位 置 HRま で の 範
囲 ａ １ と 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら 滴 下 位 置 HLま で の 範 囲 ａ ２ と 、 を 合 わ
せ た 範 囲 が 最 小 限 範 囲 と し て 設 定 さ れ る こ と に な り 、 少 な く と も 最 小 限 範 囲 に オ イ ル タ ン
ク ２ ７ を 設 定 し て お け ば 、 オ イ ル oilに 直 接 触 れ る こ と の な い コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 存 在
が 解 消 さ れ 、 高 い コ イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 を 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ［ コ イ ル エ ン ド 冷 却 作 用 ］
例 え ば 、 高 負 荷 状 態 で 回 転 電 機 MGの コ イ ル ２ ２ に 駆 動 電 流 を 印 加 す る こ と に よ り 、 駆 動 電
流 の 一 部 が 熱 に 変 換 さ れ て コ イ ル ２ ２ が 発 熱 す る と 、 コ イ ル ２ ２ の う ち 、 ス テ ー タ コ ア ２
１ の 側 部 に 巻 き 付 け ら れ て い る 部 分 の コ イ ル 熱 は 、 ス テ ー タ コ ア ２ １ を 経 過 し て 熱 容 量 の
高 い ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ０ に て 吸 収 さ れ る 。 し か し 、 コ イ ル ２ ２ の う ち 、 ス テ ー
タ コ ア ２ １ の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 部 分 の コ イ ル 熱 は 、 ス テ
ー タ コ ア ２ １ か ら 離 れ て い る こ と で ス テ ー タ コ ア ２ １ を 経 過 し て の 熱 移 動 を 望 め な く 、 周
囲 の 空 気 に よ り 冷 却 さ れ る だ け で あ る 。 つ ま り 、 周 囲 の 空 気 が 時 間 の 経 過 と 共 に 高 温 に な
る と 、 ほ と ん ど 冷 却 さ れ る こ と が 無 く 、 コ イ ル ２ ２ の う ち コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の
部 分 が 最 も 発 熱 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ れ に 対 し 、 実 施 例 １ で は 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 上 端
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部 に 位 置 に 設 定 し 、 か つ 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら
ほ ぼ コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 両 側 中 心 位 置 CLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 半 円 周 範 囲
ｈ に 設 定 し た こ と で 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ か ら 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に オ イ ル oilが 供 給 さ
れ る と 、 こ の オ イ ル oilが 、 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ 、 コ イ ル 表 面 か ら
滴 下 し 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ に 溜 め ら れ る 。 つ ま り 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の コ イ ル は 、 半 円
周 範 囲 ｈ よ り 上 部 の 範 囲 に お い て は 、 コ イ ル 表 面 を オ イ ル oilが 流 れ る こ と で 、 コ イ ル と
オ イ ル oilが 直 接 に 触 れ 合 い コ イ ル の 熱 を 奪 う し 、 半 円 周 範 囲 ｈ の う ち 、 滴 下 位 置 HR,HLま
で に お い て は 、 コ イ ル 表 面 を オ イ ル oilが 流 れ る が 、 滴 下 位 置 HR,HLを 超 え る と オ イ ル タ ン
ク ２ ７ に 溜 め ら れ た オ イ ル oilに コ イ ル が 浸 漬 さ れ る こ と で 、 コ イ ル と オ イ ル oilが 直 接 に
触 れ 合 い コ イ ル の 熱 を 冷 却 媒 体 が 直 ち に 奪 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 結 果 、 最 も 発 熱 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ を 、 コ イ ル と オ イ ル oilと が 直 接
に 触 れ 合 う 高 い 冷 却 性 能 に よ り 冷 却 す る こ と が で き る し 、 ま た 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を コ イ
ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 半 円 周 範 囲 ｈ に 設 定 し た た め 、 例 え ば 、 走 行 中 に 回 転 電 機 MGが 振
動 や 変 位 を 受 け た と し て も 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 最 小 限 範 囲 ａ に 対 す る 余 裕 代 に よ り 、 コ
イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 冷 却 性 能 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 １ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 下 記 に 列 挙 す る 効 果 を 得 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 (1) ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ０ と 、 該 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス ２ ０ に 固 定 さ れ た
ス テ ー タ コ ア ２ １ に 対 し 軸 方 向 に コ イ ル ２ ２ を 複 数 回 巻 き 付 け た ス テ ー タ ２ ３ と 、 該 ス テ
ー タ ２ ３ に 対 し エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ を 介 し て 配 置 さ れ た ロ ー タ ２ ４ と 、 該 ロ ー タ ２ ４ に 設 け
ら れ た 回 転 電 機 軸 ２ ５ と 、 を 備 え た 回 転 電 機 MGに お い て 、 前 記 ス テ ー タ コ ア ２ １ の 両 端 面
か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 両 側 位 置 に 、 該 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ
の 少 な く と も 一 部 を 覆 う オ イ ル タ ン ク ２ ７ ， ２ ７ を 設 け る と 共 に 、 前 記 コ イ ル エ ン ド ２ ２
ａ ， ２ ２ ａ に オ イ ル oilを 供 給 す る オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の
中 心 位 置 CLよ り も 高 い 位 置 に 設 定 し た た め 、 最 も 発 熱 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ を
高 い 冷 却 性 能 に よ り 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 (2) 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 設 定 範 囲 を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら 、 コ
イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 供 給 さ れ た オ イ ル oilが 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ
イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 HR,HLま で の 範 囲 ａ を 最 小 限 範 囲 と し て 設 定 し た た め 、 オ
イ ル タ ン ク ２ ７ の 範 囲 を 最 小 限 範 囲 を 含 む 範 囲 に 設 定 し て い る 限 り 、 所 望 の コ イ ル エ ン ド
冷 却 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 (3) 前 記 回 転 電 機 MGを 、 差 動 歯 車 変 速 機 を 備 え た ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の 動 力 源 と し て エ
ン ジ ン Ｅ と 共 に 適 用 し た た め 、 電 気 エ ネ ル ギ ー の 損 失 低 減 や 耐 久 信 頼 性 の 確 保 の た め に 要
求 さ れ る 高 い ス テ ー タ 冷 却 性 を 、 低 コ ス ト で 、 か つ 、 両 モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ MG1,MG2の コ
ン パ ク ト 性 を 確 保 し な が ら 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 (4) 前 記 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に オ イ ル oilを 供 給 す る 位
置 に 設 け 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら コ イ ル エ ン
ド ２ ２ ａ の 両 側 中 心 位 置 CLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 半 円 周 範 囲 に 設 定 し た た め
、 最 小 限 範 囲 ａ に 対 す る 余 裕 代 に よ り 、 回 転 電 機 MGに 振 動 や 変 位 が 加 わ っ た と し て も 、 コ
イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 が 低 下 す る の を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 実 施 例 ２ は 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 全 円 周 範 囲 に 設 定 し た 例 で あ る 。
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す な わ ち 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に オ イ
ル oilを 供 給 す る 位 置 に 設 定 し 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部
位 置 Ｌ か ら コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 上 部 位 置 Ｈ ま で の 全 て の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た
全 円 周 範 囲 に 設 定 し た 。 そ し て 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 正 面 視 で
コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ を 全 面 的 に 覆 う ド ー ナ ツ 状 の 外 側 板 ２ ７ ａ と 、 該 外 側 板 ２ ７ ａ の 外 周
端 か ら ス テ ー タ コ ア ２ １ に 向 か っ て 軸 方 向 に 伸 び る 外 周 板 ２ ７ ｂ と 、 前 記 外 側 板 ２ ７ ａ の
内 周 端 か ら ス テ ー タ コ ア ２ １ に 向 か っ て 軸 方 向 に 伸 び る 内 周 板 ２ ７ ｃ と 、 前 記 外 周 板 ２ ７
ｂ の 上 端 位 置 に 開 口 さ れ 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ が 接 続 さ れ る オ イ ル タ ン ク 開 口 部 ２ ７ ｄ ’ と
、 タ ン ク 最 下 部 位 置 に 設 け ら れ た ド レ ー ン 口 ２ ７ ｅ と 、 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、
他 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、 対 応 す る 構 成 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 、 実 施 例 ２ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 作 用 を 説 明 す る と 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 全 円 周 範 囲
に 設 定 し た た め 、 回 転 電 機 MGに 振 動 や 変 位 が 加 わ っ た 場 合 等 に お い て 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８
か ら 供 給 さ れ る オ イ ル oilが 、 コ イ ル 表 面 を 流 れ る こ と な く 外 部 に 飛 散 す る の が 防 止 さ れ
、 供 給 オ イ ル oilを 無 駄 な く 有 効 に 活 用 し て 、 最 も 発 熱 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ
を 、 実 施 例 １ に 比 べ 、 よ り 高 い 冷 却 性 能 に よ り 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 ２ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 実 施 例 １ の (1),(2),(3)の 効 果
に 加 え 、 下 記 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 (5) オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に オ イ ル oilを 供 給 す る 位 置 に
設 定 し 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら コ イ ル エ ン ド
２ ２ ａ の 最 上 部 位 置 Ｈ ま で の 全 て の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 全 円 周 範 囲 に 設 定 し た た
め 、 回 転 電 機 MGに 振 動 や 変 位 が 加 わ っ た 場 合 等 に お い て 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ か ら 供 給 さ れ
る オ イ ル oilが 、 コ イ ル 表 面 を 流 れ る こ と な く 外 部 に 飛 散 す る の を 防 止 し 、 供 給 オ イ ル oil
を 無 駄 な く 有 効 に コ イ ル エ ン ド 冷 却 に 活 用 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 実 施 例 ３ は 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 最 小 限 範 囲 に 相 当 す る 部 分 円 周 範 囲 に 設 定 し た 例 で
あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 前 記 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端
部 に オ イ ル oilを 供 給 す る 位 置 に 設 定 し 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ
の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 供 給 さ れ た オ イ ル oilが 重 力 に よ り コ イ ル 表
面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 HR,HLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ
に 沿 っ た 部 分 円 周 範 囲 に 設 定 し た 。 な お 、 他 の 構 成 は 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、 対 応
す る 構 成 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 実 施 例 ３ の 作 用 を 説 明 す る と 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 上
端 部 に 位 置 に 設 定 し 、 か つ 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か
ら 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 供 給 さ れ た オ イ ル oilが 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に
流 れ コ イ ル 表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 HR,HLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 部 分 円 周
範 囲 に 設 定 し た た め 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の な い コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 範 囲 で は コ イ ル 表 面
を オ イ ル oilが 流 下 す る こ と で 冷 却 し 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 範 囲 で は 溜 ま っ た オ イ ル oilへ
の コ イ ル の 浸 漬 に よ り 冷 却 す る と い う 作 用 を 示 す 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 ３ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 実 施 例 １ の (1),(2),(3)の 効 果
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に 加 え 、 下 記 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 (6) 前 記 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 上 端 部 に オ イ ル oilを 供 給 す る 位
置 に 設 定 し 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 、 コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の 最 下 部 位 置 Ｌ か ら 、 コ イ ル
エ ン ド ２ ２ ａ に 供 給 さ れ た オ イ ル oilが 重 力 に よ り コ イ ル 表 面 を 伝 っ て 下 方 に 流 れ コ イ ル
表 面 か ら 滴 下 す る 両 側 位 置 HR,HLま で の コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ に 沿 っ た 部 分 円 周 範 囲 に 設 定
し た た め 、 重 量 的 ・ コ ス ト 的 ・ ス ペ ー ス 的 に 有 利 な 小 型 の オ イ ル タ ン ク ２ ７ と し な が ら も
、 所 望 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 実 施 例 ４ は 、 実 施 例 １ を ベ ー ス と し 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内 径 R2を 、 ス テ ー タ コ ア 内 径
R1よ り も 大 き な 径 で 、 コ イ ル エ ン ド 内 径 R3よ り 小 さ な 径 に 設 定 し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内 周 板 ２ ７ ｃ に よ る 内 径 R2を
、 外 周 を 連 結 し 内 側 に 櫛 歯 状 に 突 出 さ せ た ス テ ー タ コ ア 内 径 R1よ り も 大 き な 径 で 、 ス テ ー
タ コ ア ２ １ に 巻 い た コ イ ル ２ ２ の コ イ ル エ ン ド 内 径 R3よ り 小 さ な 径 に 設 定 し て い る 。 こ こ
で 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内 径 R2と ス テ ー タ コ ア 内 径 R1と の 差 を 内 径 差 ｃ に 設 定 し て い る 。
な お 、 他 の 構 成 は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、 対 応 す る 構 成 に 同
一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 実 施 例 ４ の 作 用 を 説 明 す る と 、 実 施 例 ４ で は 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内 径 R2を 、 ス テ ー タ
コ ア 内 径 R1よ り も 大 き な 径 に 設 定 し た た め 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ に 溜 め ら れ た オ イ ル oilの
エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ へ の 流 出 が 小 さ く 抑 え ら れ る 。 こ の 結 果 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ へ の オ イ ル
oilの 貯 留 効 率 が 高 く な る し 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ へ 流 出 し た オ イ ル oilが ロ ー タ ２ ４ の 回 転
運 動 の 抵 抗 に な る こ と が 小 さ く 抑 え ら れ る 。 ま た 、 実 施 例 ４ で は 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内
径 R2を コ イ ル エ ン ド 内 径 R3よ り 小 さ な 径 に 設 定 し た た め 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ に 溜 め ら れ た
オ イ ル oilに よ り 確 実 に コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ の コ イ ル を 浸 漬 す る こ と が で き 、 コ イ ル エ ン
ド 冷 却 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 ４ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 下 記 の
効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 (7) 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ の 内 径 R2を 、 ス テ ー タ コ ア 内 径 R1よ り も 大 き な 径 で 、 コ イ ル
エ ン ド 内 径 R3よ り 小 さ な 径 に 設 定 し た た め 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ へ の オ イ ル 流 出 抑 制 効 果 と
、 高 い コ イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 と の 両 立 を 図 る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ５ 】
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 実 施 例 ５ は 、 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ４ を ベ ー ス と し 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ と ス テ ー タ コ ア 端
面 と の 互 い の 軸 方 向 対 向 隙 間 に 、 オ イ ル oilの 流 出 を 防 止 す る 封 止 剤 （ 接 着 剤 や シ ー ル 剤
等 ） を 介 装 し た し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 １ ３ 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ と ス テ ー タ コ ア 端 面
と の 互 い の 軸 方 向 対 向 隙 間 に 、 オ イ ル oilの 流 出 を 防 止 す る 封 止 剤 ２ ９ （ 例 え ば 、 接 着 剤
・ シ ー ル 剤 及 び ワ ニ ス 等 の 絶 縁 樹 脂 ） を 注 入 塗 布 し て い る 。 な お 、 他 の 構 成 は 、 実 施 例 １
と 同 様 で あ る の で 、 対 応 す る 構 成 に 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 実 施 例 ５ の 作 用 を 説 明 す る と 、 実 施 例 ５ で は 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ と ス テ ー タ コ ア 端 面 と
の 互 い の 軸 方 向 対 向 隙 間 に 、 オ イ ル oilの 流 出 を 防 止 す る 封 止 剤 ２ ９ を 介 装 し て い る た め
、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ に 溜 め ら れ た オ イ ル oilの エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ へ の 流 出 が 抑 え ら れ る 。
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こ の 結 果 、 オ イ ル タ ン ク ２ ７ 内 に オ イ ル oilを 貯 留 し 続 け 、 コ イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 を 高 め
る こ と が で き る 。 ま た 、 エ ア ギ ャ ッ プ ２ ６ へ の オ イ ル 流 出 が 阻 止 さ れ る こ と で 、 エ ア ギ ャ
ッ プ ２ ６ へ 流 出 し た オ イ ル oilが ロ ー タ ２ ４ の 回 転 運 動 の 抵 抗 に な る こ と が な く 、 運 動 エ
ネ ル ギ ー の 損 失 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 次 に 、 効 果 を 説 明 す る 。
実 施 例 ５ の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 に あ っ て は 、 実 施 例 １ の 効 果 に 加 え 、 下 記 の
効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 (8) 前 記 オ イ ル タ ン ク ２ ７ と ス テ ー タ コ ア 端 面 と の 互 い の 軸 方 向 対 向 隙 間 に 、 オ イ ル oi
lの 流 出 を 防 止 す る 封 止 剤 ２ ９ を 介 装 し た た め 、 高 い コ イ ル エ ン ド 冷 却 効 果 を 確 保 し な が
ら 、 運 動 エ ネ ル ギ ー の 損 失 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ５ に 基 づ き 説 明 し
て き た が 、 具 体 的 な 構 成 に つ い て は 、 こ れ ら の 実 施 例 に 限 ら れ る も の で は な く 、 特 許 請 求
の 範 囲 の 各 請 求 項 に 係 る 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 限 り 、 設 計 の 変 更 や 追 加 等 は 許 容 さ れ る
。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 例 え ば 、 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ５ で は 、 ス テ ー タ コ ア ２ １ の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン
ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 両 側 位 置 に オ イ ル タ ン ク ２ ７ ， ２ ７ を 設 け た 例 を 示 し た が 、 図 １ ５ に
示 す よ う に 、 ス テ ー タ コ ア ２ １ の 両 端 面 か ら 突 出 す る コ イ ル エ ン ド ２ ２ ａ ， ２ ２ ａ の 片 側
位 置 に の み オ イ ル タ ン ク ２ ７ を 設 け る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ５ で は 、 オ イ ル 供 給 口 ２ ８ を １ つ 設 け た 例 を 示 し た が 、 ２ つ 以 上 の オ
イ ル 供 給 口 を コ イ ル エ ン ド の 中 心 位 置 よ り も 高 い 位 置 に 設 定 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ５ で は 、 冷 却 媒 体 と し て オ イ ル の 例 を 示 し た が 、 絶 縁 性 を 確 保 で き る
オ イ ル 以 外 の 冷 却 媒 体 を 用 い て も 良 い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 本 発 明 の 回 転 電 機 の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 は 、 １ つ の エ ン ジ ン と ２ つ の モ ー タ ジ ェ ネ レ
ー タ を 動 力 源 と し 、 ３ つ の 単 純 遊 星 歯 車 列 に よ る 差 動 歯 車 変 速 機 を 持 つ ハ イ ブ リ ッ ド 変 速
機 へ の 適 用 例 を 示 し た が 、 ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 用 回 転 電 機 に 限 ら ず 、 ス テ ー タ コ イ ル の 発
熱 を 抑 え た い と い う 要 求 の あ る 様 々 な 用 途 の 回 転 電 機 に 対 し て 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 図 １ 】 実 施 例 １ の 回 転 電 機 が 適 用 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 の を 示 す 全 体 シ ス テ ム 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 に お い て 各 走 行 モ ー ド で の ３ つ の 係 合 要 素 の 締 結 ・ 解 放 状 態
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 に お い て 電 気 自 動 車 モ ー ド で の ５ つ の 走 行 モ ー ド と ハ イ ブ リ
ッ ド 車 モ ー ド で の ５ つ の 走 行 モ ー ド で の エ ン ジ ン ・ エ ン ジ ン ク ラ ッ チ ・ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー
タ ・ ロ ー ブ レ ー キ ・ ハ イ ク ラ ッ チ ・ ハ イ ロ ー ブ レ ー キ の 各 作 動 表 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 に お い て 電 気 自 動 車 モ ー ド で の ５ つ の 走 行 モ ー ド を 示 す 共 線
図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ハ イ ブ リ ッ ド 変 速 機 に お い て ハ イ ブ リ ッ ド 車 モ ー ド で の ５ つ の 走 行 モ ー ド を 示 す
共 線 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 実 施 例 １ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す 回 転 電 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 実 施 例 １ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す オ イ ル タ ン ク 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 実 施 例 １ で の オ イ ル タ ン ク の 最 小 限 範 囲 の 設 定 作 用 説 明 図 で あ る 。
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【 図 ９ 】 実 施 例 ２ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す オ イ ル タ ン ク 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 実 施 例 ３ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す オ イ ル タ ン ク 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 実 施 例 ４ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す オ イ ル タ ン ク 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ の Ａ 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 実 施 例 ５ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す 回 転 電 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 実 施 例 ５ の コ イ ル エ ン ド 冷 却 構 造 を 示 す オ イ ル タ ン ク 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 コ イ ル エ ン ド の 片 側 位 置 に の み オ イ ル タ ン ク を 設 け る 実 施 例 に よ る コ イ ル エ ン
ド 冷 却 構 造 を 示 す 回 転 電 機 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
Ｅ 　 エ ン ジ ン
MG1　 第 １ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ （ 回 転 電 機 ）
MG2　 第 ２ モ ー タ ジ ェ ネ レ ー タ （ 回 転 電 機 ）
OUT　 出 力 軸
PG1　 第 １ 遊 星 歯 車
PG2　 第 ２ 遊 星 歯 車
PG3　 第 ３ 遊 星 歯 車
EC　 エ ン ジ ン ク ラ ッ チ
LB　 ロ ー ブ レ ー キ
HC　 ハ イ ク ラ ッ チ
HLB　 ハ イ ロ ー ブ レ ー キ
MG　 回 転 電 機
２ ０ 　 ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ケ ー ス （ ケ ー ス ）
２ １ 　 ス テ ー タ コ ア
２ ２ 　 コ イ ル
２ ２ ａ ， ２ ２ ａ 　 コ イ ル エ ン ド
２ ３ 　 ス テ ー タ
２ ４ 　 ロ ー タ
２ ５ 　 電 動 機 軸
２ ６ 　 エ ア ギ ャ ッ プ
２ ７ 　 オ イ ル タ ン ク （ 冷 却 媒 体 溜 め ）
２ ７ ａ 　 外 側 板
２ ７ ｂ 　 外 周 板
２ ７ ｃ 　 内 周 板
２ ７ ｄ ， ２ ７ ｄ ’ 　 オ イ ル タ ン ク 開 口 部
２ ７ ｅ 　 ド レ ー ン 口
２ ８ 　 オ イ ル 供 給 口 （ 冷 却 媒 体 供 給 口 ）
２ ９ 　 封 止 剤
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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